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VirtualLab Fusion 2021.1 の新しいアプリケーションと機能

新しいバージョン2021.1は、より多くのアプリケーションのためのソリューションをユーザーに提供します:

• 新しい Microlens Array (MLA) コンポーネントは、増加し続けるマイクロレンズアレイのアプリケーションで
正確かつ高速なモデリングが可能になりました。

• 任意の結晶を新しい Crystal Plate コンポーネントにより、光学系モデリングに含めることができます。

• Anisotropic layers を全ての面に加えることが可能となり、光学系における偏光を制御する自由度を追加したり、
多重化できるようになりました。

• Fiber Mode Calculator を提供し、ステップインデックス型ファイバーや二乗分布型ファイバーの LP ベッセル
やラゲールモードを調査、解析することが可能になりました。

• LPモードは新しい Multimode Fiber Coupling Efficiency ディテクタでも使用され、入射ビームと LP 
モードの重なり積分を評価します。

• 新しい LP Mode Source により任意の光学系を通過する LP モードの伝播計算が可能となります。

• 新しい Multiple Source コンポーネントで異なる、シフトされた光源が利用できるようになり、VirtualLab 
Fusion における光源モデリングを大幅に拡張する第一歩を踏み出しました。

• 2021.1 バージョンでは、幾何光学から完全な物理光学モデリングへのシームレスな移行を可能にする新しい
ワークフローを搭載しています。このようにして、VirtualLab Fusion でのすばらしいモデリング機能の使用法を
簡素化します。



直線偏光 (LP) ファイバーモード



直線偏光 (LP) ファイバーモード

• Fiber Mode Calculator を提供し、ステップインデックスファイバーや二乗分布型ファイ
バーの LP ベッセルやラゲールモードを調査、解析することが可能になりました。

• LPモードは新しい Multimode Fiber Coupling Efficiency ディテクタでも使用され、入

射ビームと LP モードの重なり積分を評価します。

• 新しい LP Mode Source により任意の光学系を通過する LP モードの伝播計算が可能と

なります。



ファイバーモード計算



LP Mode Source

• シングルファイバーモードは、次の
設定をした後に生成可能です。
– 動作波長

– ファイバー構造

• ステップインデックス型ファイバー

– コア径 2𝜌o

– コア材質

– クラッド材質

• グレーデットインデックス型ファイバー

– コア径 2𝜌o

– コア材質

– 勾配定数Δ



Multimode Fiber Coupling Efficiency ディテクタ

• 結合効率は次のファイバー構造を設
定した後に計算可能です。
– ステップインデックス型ファイバー

• コア径 2𝜌o

• コア材質

• クラッド材質

– グレーデットインデックスファイバー

• コア径 2𝜌o

• コア材質

• 勾配定数Δ



直線偏光 (LP) ファイバーモードソルバー - 関連するユースケース

• LP Fiber Mode Calculator

• Investigation Aberration Effects on LP
Fiber Modes in Focal Region

• Few-Mode Fiber Coupling under 
Atmospheric Turbulence

https://www.lighttrans.com/index.php?id=2584
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2565
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2575


異方性媒質とコーティング



異方性媒質とコーティング

• 新しい Crystal Plate コンポーネントによって、任意の結晶をシステムモデリング

に含めることができます。

• Anisotropic layers を全ての面に加えることが可能となり、光学系における偏光を

制御する自由度を追加したり、多重化できるようになりました。



VirtualLab Fusion の異方性媒質

• 二軸性結晶は3方向の主屈折率
で定義します。

• 一軸性結晶は常光屈折率と異常光
屈折率で定義します。

• 誘電率テンソルを直接定義すること
により、一般的な異方性媒質を設定
することができます。



VirtualLab Fusion の異方性コーティング

異方性コーティングは VirtualLab Fusion の coating catalog で見
つけることができ、全ての光学面に適用することができます。

コーティングでは等方性、もしく
は異方性均質媒質の層を交互
に設定することができます。

あらかじめ定義されている異方
性媒質から選択したり、カタログ
から以前に定義した媒質を選択
したり、あるいは、テンプレートを
用いて、パラメータをカスタマイ
ズしたりします。媒質のプレビュ
ーは右側に表示されます。



異方性結晶板

Crystal Plate コンポーネントは、
Components で確認できます
→ Index Modulated & Crystals
→ Crystal Plate

Media Catalog でも提
供されている媒質

結晶板の向きを
設定します



Waveplate Calculator

メインウィンドウの Calculators セ
クションと同様に、Crystal Plate コ
ンポーネントを使用すると、与えた
特性から波長板の厚みと位相遅
延を決定するために使用できる
Waveplate Calculator へアクセス
することができます。



異方性媒質とコーティング - 関連するユースケース

• Conical Refraction in Biaxial Crystals

• Polarization Conversion in Uniaxial 
Crystals

• Simulation of Multilayer Birefringent 
Reflective Polarizer

https://www.lighttrans.com/index.php?id=2571
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2570
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2566


Multiple Source コンポーネント



Multiple Source コンポーネント

• 新しい Multiple Source コンポーネントで異なる、シフトされた光源が利用できるよ
うになり、VirtualLab Fusion における光源モデリングを大幅に拡張する第一歩を
踏み出しました。



Multiple Source コンポーネント - 関連するユースケース

• Simulation of Multiple Light Sources with
VirtualLab Fusion

• Demonstration of van Cittert-Zernike 
Theorem

• Modeling of an Array of Vertical Cavity 
Surface Emitting Laser Diodes

https://www.lighttrans.com/index.php?id=2581
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2576
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2573


Multiple Source コンポーネント - 関連するユースケース

• Modeling of VCSEL Source by Two 
Uncorrelated Laguerre-Gaussian Modes

https://www.lighttrans.com/index.php?id=2572


マイクロレンズアレイの高度なシミュレーション



マイクロレンズアレイの高度なシミュレーション

• 新しい Microlens Array (MLA) コンポーネントは、増加し続けるマイクロレンズア
レイのアプリケーションで正確かつ高速なモデリングが可能になりました。



マイクロレンズアレイ - コンポーネント

Microlens Array コンポーネントは、マイクロレンズアレイ（より一般的な周期
的高さ情報など）を定義する可能性を提供します。

周期的な面形状のプロファイル
はスタックによって定義されます
(スタック周期によってシミュレー
ションで使用される周期が決ま
ります)。



マイクロレンズアレイの高度なシミュレーション - 関連するユースケース

• Advanced Simulation of Microlens Array with
VirtualLab Fusion

• Investigation of Propagated Light Behind a 
Microlens Array

• Simulation of a Shack-Hartmann Sensor

https://www.lighttrans.com/index.php?id=2582
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2580
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2569


モデリングのワークフローと精度のコントロール



モデリングのワークフローと精度のコントロール

• 2021.1 バージョンでは、幾何光学から完全な物理光学モデリングへのシームレス
な移行を可能にする新しいワークフローを搭載しています。このようにして、
VirtualLab Fusion でのすばらしいモデリング機能の使用法を簡素化します。



モデリングのワークフローと精度のコントロール - 関連する資料

• Seamless Transition from Ray to Physical 
Optics

• Generation of Rays for Ray Tracing

https://www.lighttrans.com/index.php?id=2528
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2527


新機能＆アップデート - System Building Blocks



インスガウシアン光源

インスガウシアン光源は、Optical Setup のツリーにあり、以下の
パラメータで設定することができます。

- ウエスト半径
- 楕円度パラメータ
- モード多項式の次数
- モード多項式の度数



インスガウシアン光源 - 関連するユースケース

• Ince Gaussian Modes

• Vortex Array Laser Beam Generation 
from Ince Gaussian Beam

• Focusing of an Ince-Gaussian Beam

https://www.lighttrans.com/index.php?id=2579
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2578
https://www.lighttrans.com/index.php?id=2577


実コンポーネント

Subsystem コンポーネントで、サブ光
学 系 の 形 状 が 、 親 と な る Optical
Setup から見えるようになりました。
その結果、サブ光学系全体が 3D View
で可視化され、Field Tracing と Ray
Tracing で機能するようになりました。



理想コンポーネント

• 1f-Setup、2f-Setup が Field Tracing
と Ray Tracing で機能するようになり
ました。

• Field Tracing の場合は、積分演算
子として認識されます。

• Ray Tracing の場合は、ABCD 演算
子を使用して入射光における影響を
計算します。



コーティング

• 極めて多くの層で成るコーティングに対して、
いくつかの改善を行いました。

• コーティングは均質媒質ではなく、材
料を並べて構成するようになりました
。より使いやすく、より高いパフォーマ
ンスを発揮します。



新機能＆アップデート – 取り扱い＆ユーザインターフェース



Laser Beam Calculator

Laser Beam Calculatorで、基本ガウ
スモードに FWHM、HWHM、および
1/e² 直径を使用することができるよう
になりました。



Savitzky‐Golay Ｆｉｌｔｅｒ

実数値データアレイに対して
Savitzky-Golay Ｆｉｌｔｅｒ が適用できる
ようになりました。元の信号の形状を
保ちつつ、局所的な信号雑音を除去
することができます。

元の信号 フィルター済みのデータ



回折格子の取り扱い

• Grating Optical Setup で、Grating
Component を 1D-Periodic (Lamellar)
モードと 2D-Periodic モードの間で切
り替えられるようになりました。これを
変更するためだけに光学系全体を新
しく設定し直す必要がなくなりました。

• 以下の名称を変更しました：
– 「2D Gratings」を「1D-Periodic(Lamellar)

Gratings」に、「3D Gratings」を「2D-
Periodic Gratings」に変更。

– Volume Grating Mediumの「Test Period」を
「Limit Period」に変更。



回折格子の取り扱い

Polarization Analyzer は TE 偏光およ
び TM 偏光も扱えるようになりました。



その他の変更



パフォーマンス

• パラメータ抽出用のパラメータが非常に多い構成で、パフォーマンスが大幅に低下する場合
があります。このような場合は、新しい Optical Setup ツール Configure Parameter
Extraction を使用して、パラメータ抽出からこのようなパフォーマンスに致命的なオブジェクト
を除外できます：
– 多くの領域を持つライトガイドの面レイアウト。これは、以前から特別実装として利用できました。

– レイヤー数の多いコーティング。

– ピラー数が非常に多い Pillar Medium (Genaral) の場合、ピラー分布パラメータは除外できます。

– (大きな) Harmonic Field を作成した後の、 VirtualLab の反応が再度より速くなりました。

• VirtualLab には、短い反復が続く性能最適化があります。しかし、この最適化がある種のシ
ミュレーションを減速させることが分かりました。したがって、デフォルトでは無効になっており
、必要に応じて Global Option Dialog (Performance > Multi-Core)で有効にすることができま
す。



電磁場の値の重心

Detect Selection アルゴリズムでは、結
果の選択範囲の中心として、電磁場の
値の重心を選択できるようになりました。



便利ツール ｰ ディテクタの設定のコピー

• ディテクタのいくつかのパラメータを
別のディテクタからコピーするために
利用できる新しいツールがあります
。

• このツールにはコピーできる次の選
択肢があります。
– Detector Window and Resolution (ディ

テクタウィンドウと解像度)

– Position and Orientation (位置と方向)



Data Array への Chromatic Fields Sets の結合出力

• Chromatic Fields Sets の Animation
の結合出力時、 “False Color” と
“All Wavelengths” の場合、波長ごと
に1フレームではなく、すべての波長
の振幅の合計が1つのフレームに表
示されるようになりました。

• 必要に応じて、新しい Combined 
Output to Data Arrays を使用して、
過去の動作を復元できます。

2Dデータアレイの Chromatic Fields 
Sets の新しい結合出力。



Harmonic Fields Sets の新しい操作機能

• Harmonic Field Sets の新しい操作機能：Split into Globally Polarized Fields、
Convert to Locally Polarized Fields、Convert to Spatial / Spectral Cordinates



表示機能

• Data Array と関連するオブジェクトへの周期性のサポートが改善しま
した。

• Data Array で現在のデータをズームアウトできるようになりました。



Material View のツールチップ

• Material View に現在のマウス
位置での値を示すツールチッ
プが追加されました。この機能
を有効にするには、マウスを動
かしながら Shift キーを押した
ままにします。



サポート

• ヘルプメニューに“ Diagnosis &
Cleanup ”が追加され、RAMをクリー
ンアップしたり、外部コンポーネント
が正常に動作するかどうかを確認で
きるようになりました。

• また、ヘルプメニューから事前設
定されたサポートメールを作成で
きるようになりました。

• c2v ファイルを生成すると、
LightTransに送信するためのメール
が自動的に作成されます。



Zemax インポートの改善

Zemax インポート機能が改善され、VirtualLab の Optical Setup へインポートした後、
絞り（アパチャー）の明確な表示と正確な設定ができるようになりました。

関連するユースケース：

• Influence of the Position of the Stop 

in a Lens System on Point Spread 

Function

https://www.lighttrans.com/index.php?id=2567


Optical Setup の XML エクスポート

Optical Setup のエクスポート用の XML 形式が統一されました。以前は、すべての
パラメータを XML としてエクスポート、バッチモード/optiSLang エクスポートを介して
変数パラメータをエクスポートの2種類の異なる形式がありました。これにより、以下
の機能が有効になります:

• 物理的数値の出力は、今や、より機械的に読みやすく、人間が読みにくくなっています。これにより、
XML ファイルを optiSLang や MATLAB などの他のプログラムにインポートする際のエラーを回避で
きます。

• 新しい ID タグを使用すると、名前が変更された場合でもパラメータを再インポートできます。

• スニペットの文字列とブール変数がバッチモードで利用できるようになりました。外部プログラムで変
更し、変更したデータを VirtualLab で処理することができます。

• 一致するパラメータの値を XML ファイルから現在開いている Optical Setup に読み込むこと
ができます。

• XML ファイルにアクティブなシミュレーションエンジンが含まれるようになりました。



新しいフォント

• 古いフォントにはカーニングとギリシャ文字にいくつか問題があったため、デフォ
ルトのフォントを変更しました。 Global Options ダイアログから、必要に応じて古
いものを復元できます。

旧フォント

新フォント



• Black Box コンポーネントは削除されましたが、そのようなコンポーネントを含む古
い Optical Setup は引き続き機能します。

• Empty Harmonic Fields Sets は、生成できなくなりました。
• ビデオのエクスポートには、必ず “Uncompressed” コーデックを使用します。動作

が不十分なコーデックを提供する編集ダイアログはなくなりました。

その他



お問い合わせ

株式会社ティー・イー・エム

営業部 営業3課 ソフトウェア担当

所在地 〒101-0035

東京都千代田区神田紺屋町17番地

ONEST神田スクエア3階

お問い合わせ https://www.virtuallab.jp/contact/

https://www.virtuallab.jp/contact/
https://www.virtuallab.jp/contact/

